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宗教は台湾では最も重要な文化の１つだと思われます。そのため、私は台
湾の道教徒にとって、極めて大切な活動、大甲媽祖遶境について紹介したい
と思います。それは台湾人以外の人がほとんど知らない文化の１つです。
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では、まず、大甲媽祖遶境とはなにかを説明します。大甲媽祖遶境とは毎
年旧暦の３月に行われる媽祖の一大行事です。毎年の3月から4月までの間に
九日間連続で行われます。媽祖（マズ）は、台湾中で厚く信仰されている道
教の神様で、航海の女神です。
どのようなイベントなのかと言えば、この媽祖の神輿が九日間かけて台湾

中部各地のお寺を訪れるというものです。参加者は媽祖と一緒に九日間歩き
続けます。大甲媽祖のホームページには何日目にどこのお寺に訪れるかとい
うことが書いてあります。
これを見れば分かるように、九日間で歩く距離は相当のものです。台中の

大甲から始まり、何と県をまたいで彰化県、雲林県さらには嘉義県の新港ま
で行った後に再び雲林から彰化、台中へと戻ります。
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次に、なぜ台湾ではこのイベントがあるのかを説明します。台湾が清朝統
治時代の17世紀からそういうイベントが行われています。その頃は12年に１
度行われていましたが、今は年に１度行われているようです。歴史によりま
すと、17世紀に中国から台湾までの貿易が船で行われることが多かったので、
商人が航海と自分の商売がうまく行くように、この行事を始めたそうです。
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続いて、どうやって参加するかを紹介したいと思います。大きく分けて２
つの方法があります。１つ目は体験コースです。体験コースは、主に週末に
設定されていて、1日から3日までのコースがあります。歩行距離は1日コース
の場合は10数キロで、2日と3日コースは40数キロです。最初の集合、出発の
時間と場所、途中の再集合や再出発のおおよそのスケジュールが設定されて
いるだけで、途中はそれぞれ自分のペースで歩くことになります。再集合時
間に行かなかったり、途中でリタイアしたりするのも自由です。
2つ目は自由参加のタイプです。殆どの巡行参加者がそうしているように、

神輿が通る日時の前後に、巡行ルートを自由に歩けばよいと思います。
現在では、人々は商売のためにこの行事に参加するだけではなくて、ある

人は健康のために参加するし、ある人はただ体験したいので、参加します。
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最後に、自分の参加した経験や感想を紹介したいと思います。私は2017年
に参加しました。ネットで申し込んで、1日のコースを選んで、家族と一緒に
参加しました。とても疲れましたが、参加した人が多かったので、台湾人の
信仰心が厚いと感じました。途中で、無料のパンやお水をもらえたから、お
腹が空いた時や喉が乾いた時なども全く困りませんでした。
私にとって、それは非常に貴重な体験でした。そういうイベントに参加し

たので、台湾の文化にさらに触れることができたと思います。機会があれば、
大甲媽祖遶境のことをまだ知らない人に知ってほしいと思います。
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